































































Evaluation of Combined On-demand and Practical Swimming Classes at University 































































































































































































































































25m背 泳 ぎ 完 泳、
25m平泳ぎ完泳目標
三泳法の復習
バタフライの練習
50mクロール完泳、
25m背泳ぎ完泳目標
クロール復習
背泳ぎ復習
ターン練習
50mクロール完泳目
標
クロール復習
ターン練習
復習・泳力テスト
・50mクロール
・25m背泳ぎ
・25m平泳ぎ
・25mバタフライ　
（希望者のみ）
復習・泳力テスト
・50mクロール
・25m背泳ぎ
復習・泳力テスト
・50mクロール
→ 完泳できなかった
者は後日補講
表２．遠隔（オンデマンド）授業の内容
回数 週 オンデマンド授業の内容
1 4月第4週
teamsへの参加案内
ガイダンス（授業の展開方法、評価）
formsによる泳力・健康調査
2 5月第1週
水泳授業に向けた確認と心得
・関連資格の確認
・プール施設の紹介と利用方法
・水泳禁忌の病気や症状についての説明
・月経中の水泳について
・コンタクトレンズ、アトピー性皮膚炎などの対応
・学校教育における水泳（教職になぜ水泳が必要か）
・人命救助に求められる泳力
3 5月第2週
泳力向上のための3つのポイント
・ストリームライン
・ストロークメカニクス
・リズムとタイミング
4 5月第3週 アクアフィットネスの概念水の4つの特性（浮力・水温・抵抗・水圧）
5 5月第4週
クロールの基本（動画付き解説）
・クロールのメカニズム
・ストリームラインをつくる
・キック（足全体をしなやかに使う）
・楽に呼吸するコツ
・水をつかむ（スカーリング）
・自宅でできる練習法の紹介（動画）
6 6月第1週
二種類のキック
②楽で早いストローク
③体幹をブレさせずに楽に息継ぎ＆コンビネーション
7 6月第2週
対面実技集中授業の展開方法（集中授業計画、到達目標）
対面実技授業におけるCOVID-19のプール対策説明
COVID-19の対策に伴う対面授業参加条件
プール施設までの道のり、持ち物確認
表３．実技集中授業の内容と到達目標
85
25m未満の泳力の者を初級２とした。
　実技最終日の泳力試験では，到達目標が達
成できなかった者は３名のみでほぼ全員が泳
力試験に合格し，例年と合格率に大きな差は
見られなかった。
　授業最終日には，受講者にformsアンケー
トに回答するよう依頼した。受講者191名中，
forms回答数は144名であった（有効解答率：
75.4%）。アンケート結果によると，「本授業
を受講して泳力や水泳に対する知識が向上し
たか」という質問に対し（図１），98.6%（142
名）の受講生が「はい」と回答した。その理
由として，「泳力が向上した」とともに「ス
トリームライン，ストロークメカニクス，キ
ックや呼吸の方法など新しい知識や理論を学
んだ」などが主に理由として挙げられた。一
方，「いいえ」と回答した１名は，「実技時間
が少なかった」ことを理由に挙げ，他１名は
「怪我のため実技授業に十分参加できなかっ
た」ことを理由に「その他」と回答した。
　「オンデマンド授業で得た知識や理解が泳
力向上に役立ったか」という質問に対しては
（図１），94.4%（136名）の受講生が「はい」
と回答した。理由として「理論を理解し知識
を得たことで泳ぐイメージを持って実技に取
り組むことができ，実技の習得や飲み込みが
早くなった」という意見が非常に多く見られ
た。その他「初めて知る知識を多く学び，水
泳の理解に役立った」，「水泳の専門用語を事
前にオンデマンドで学習していたので実技の
指導を受ける際にも理解に役立った」，「水中
の動きをオンデマンドでじっくり観察するこ
とができて水泳実技習得に役立った」，「泳ぐ
ことにおいて，なにを意識したらいいかを学
ぶことができ，実践で活用ができたのでとて
も役に立った」などの声も多く得た。一方，「い
いえ」と回答した者は４名は，理由としてそ
れぞれ「（専門競技が競泳なので）水泳の知
識が既にあるため」，「実際に泳がないとでき
ないと考えたから」，「頭で理解しても実際に
泳ぐのが難しかった」，「知識と実際の水泳の
動きとの差を埋めることができなかった」と
回答した。
「その他」と回答した４名は，「怪我のため実
技に十分参加できておらずよくわからない」，
「オンデマンドで理解しても実技の際に忘れ
ていた」，「オンデマンド授業の内容の理解が
曖昧のまま実技を受けたたため」，「オンデマ
ンド授業は役には立ったが理解が難しい部分
があったため」という理由を述べた。
　以上より，今年度は例年と比較して対面授
業の実施ができず，十分な実技授業時間を確
図１．質問「本授業を受講して泳力や水泳に対する知識が向上したか」（左），質問「オンデマ
ンド授業で得た知識や理解が泳力向上に役立ったか」（右）に対する受講者の回答
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保することは難しかったが，遠隔（オンデマ
ンド）授業にて水泳の知識や理論を事前に学
習することで，大多数の受講生は泳ぐイメー
ジを持って実技授業に望め，その結果泳力向
上にも役立ったことが示唆された。特に北海
道は，地域柄，小学校以来泳いでいないとい
う受講生も多数存在しており，特に水泳授業
に関しては実技に臨む前の事前学習が技術の
習得に重要な役割を果たすと考えられる。
　遠隔講義と実技を併用した大学水泳授業
は，授業内容や運営を工夫することにより授
業の到達目標を例年通り達成することができ
たが，得られた水泳技術の定着には例年通り
の実技時間が必要であろうと考える。
Ⅵ．まとめ
　本研究は，本年度新たな授業展開となった
遠隔講義と実技を併用した水泳実技集中授業
の展開とその評価を行い，今後の資料として
活用することを目的とした。その結果，授業
内容や運営を工夫することにより授業の到達
目標を例年通り達成することができた。
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